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第 5 章では，第 3 章と第 4 章で求められた数値解析結果を用いて，き裂先端付近の塑性域の拡がりと
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応力・歪分布を支配するパラメータについて検討を行っている。その結果，外応力 σG ，き裂を含む材
の降伏強度σy I ，き裂先端と接合面との間の垂直距離 d 及びき裂の半長 c を含むパラメータ F =(σG 
/Oy I)JCオの値がおよそ1. 2 より小さく，かっ d/c がおよそ 0.1 5 以下の範囲では，塑性域の拡が
りと応力・歪分布はパラメータ F と強度比によって一義的に定まることを明らかにしている。
第 6 章では，第 5 章で求められた F値が1.2 より大きい場合をも含めて，き裂先端付近の応力・歪分
布特性を支配するパラメータを求めるため，き裂開口変位 (C0 D) 挙動に及ぼす接合部の強度不均一
の影響について検討しているD
第 7 章では，第 6 章の検討結果に基づいて，き裂先端付近の応力・歪挙動を支配するパラメータとし
てLocal C 0 Dを導入し，き裂先端付近の応力・歪分布はLocal C 0 D によって一義的に定まることを
明らかにしている。さらに，き裂をもっ材の破壊強度を評価するために 新たに一般化された COD仮
説を提案し，その妥当性を検証している。
第 8 章は総括で，本研究で得られた主要な結論を取りまとめている。
論文の審査結果の要旨
き裂をもっ材の破壊性能については，近年破壊力学的手法の導入によってその評価手法が確立され，
既に実用化の域を達しているが，溶接継手を含む各種接合体に代表されるように，互いに異なる強度を
もっ二種の材の接合面近傍にき裂が存在する場合については 必ずしも十分な検討が行われていなかっ
Tこ。
本論文では，降伏強度の異なる二種の材からなる接合体の接合面近傍にき裂が存在し，き裂から十分
離れた位置でき裂面に垂直な一様引張応力が作用する場合を対象として き裂先端付近の応力・歪挙動
について詳細な検討を行っている。すなわち，二次元弾塑性論l乙基づく有限要素法を用い，き裂面と接
合面とが互いに垂直な場合及び平行な場合について多数の数値解析を行うことにより，き裂先端付近に
おける塑性域の拡がりと応力・歪分布及びき裂開口変位に及ぼす被接合材の降伏強度比の影響，き裂先
端と接合面との垂直距離及びき裂長さの影響を明らかにし，その結果に基づいてき裂先端付近の応力・
歪挙動を支配するパラメータを見出している。さらに 接合面近傍にき裂をもっ材の破壊強度を評価す
るために，従来のCOD仮説を拡張して新たに一般化された COD仮説を提案し，その妥当性を実験に
よって確認している口
以上のように本論文は，き裂をもっ接合体の破壊強度評価について有用な知見を与えたものであり，
溶接工学上寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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